
別紙様式 令和６年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査結果　分析シート（小学校・義務教育学校前期課程）

１　自校の実技結果と全国平均との比較

握力 上体 長座 反復 シャトル ５０ｍ 立幅 ボール

(㎏) (回) (㎝) (点) (回) (秒) (㎝) (ｍ)

全国 16.02 19.19 33.79 40.67 46.90 9.50 150.46 20.74 52.29 52.60 52.54

男 自校 15.70 20.33 36.81 42.19 55.90 9.15 160.57 26.24 53.00 48.00 57.00

比較 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

全国 15.78 18.16 38.21 38.71 36.60 9.76 143.18 13.15 54.32 54.29 53.93

女 自校 15.91 22.23 42.69 41.23 48.85 9.25 157.92 14.85 57.00 55.00 60.00

比較 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※全国平均以上の種目･･･○　　全国平均未満の種目･･･△

２　重点種目の結果についての分析

３　児童質問紙調査の結果及び分析
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　男子104％，女子109％と，いずれも
大きく全国平均を上回った。運動やス
ポーツをすることが好きでいること
が，運動時間に直結していると考え
る。引き続き，楽しく体を動かす経験
を積み重ねていくよう取組を継続して
いきたい。
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　男子102％，女子116％と，いずれも
全国平均を上回ることができた。地域
性や児童の実態もあると思われるが，
実態にふさわしい体育科の学習や休憩
時間の外遊びが充実している成果だと
考える。生涯体育の実践を引き続き継
続したい。

　男子99％，女子96％と，いずれも全
国平均を下回った。毎学期，さわやか
カードの取組を通じて各家庭と連携を
図っているが，早起きの習慣ができて
いないなどの課題があると考える。生
活習慣の大切さについて，根気強く指
導していきたい。
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呉市の重点種目
中学校区の重点種目

※義務教育学校は,自校の重点種目
自校の重点種目

※義務教育学校は,前期課程の重点種目

５０ｍ走 握力 上体起こし

学校名 小21　吉浦小学校

Ｒ６平均値 体力合計点

学年 性別 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

〈成果と課題〉 〈成果と課題〉 〈成果と課題〉

〈成果と課題〉 〈成果と課題〉 〈成果と課題〉

　男子104％，女子105％と，いずれも
全国平均を上回ることができた。体育
科でのサーキットトレーニングや，各
学期に行った大休憩の外遊び週間など
の取組の成果が現れたと考える。引き
続き，取組を継続したい。

　女子は101％と全国平均を上回った
が，男子は98％にとどまった。体育科
の授業開始時のサーキットトレーニン
グのなかで，登り棒・雲梯・鉄棒の苦
手な児童が取り組めるような指導方法
を共有し，定着させていきたい。

　男子106％，女子122％と，大きく全
国平均を上回ることができた。体育科
の学習や休憩時間の外遊びなどの取組
を通して，筋力や筋持久力を高めるこ
とができたと考える。引き続き，取組
を継続したい。

運動やスポーツをすることが好きな
児童の割合

朝食を毎日食べる
児童の割合

１週間の総運動時間が６０分以上の
児童の割合
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体力合計点の推移
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